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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究ではIgE産生プラズマ細胞とモデル細胞としてハイブリドーマを用いて、IgE産生

プラズマ細胞が抗原と分泌型IgE抗体をFcγRに結合させることにより細胞凝集を形成する

こと、さらに抗原刺激による細胞凝集とLPSの刺激がIgE抗体の産生量を増加させることも

示した。これらの結果は、IgE産生プラズマ細胞のFcγRを介した細胞凝集という新たな表現

型を示したのみならず、I型アレルギー疾患で原因となるIgE抗体の増加機構を解明できる

可能性を示しており、免疫学における学術水準を明らかに高めたものと認める。 

 


